
Uvinul 4050 FF
耐熱性に優れる低分子ヒンダードアミン系安定剤（HALS）
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特徴

 Uvinul 4050 FFは、NH型の低分子量HALS

 Uvinul 4050 FFは、従来の低分子量HALSの昇華

性・耐熱性の問題を解決

 従来では適用が難しかった高温での加工用途や繊

維やフィルムなどの薄物用途への適用が可能

 安全性が高く、FDA、EFSA、JP-PLに認可されてお

り、食品接触用途の使用が可能

耐昇華性

熱重量減少分析（TGA）によると、Uvinul 4050 FFは、従

来の代表的な低分子量HALSに比べて、耐昇華性が高い

ことが示されます。このことにより、加工中の金型汚染や使

用時のフォッギングの問題の解決、さらに、従来では適用

が難しかった高い加工温度の樹脂用途への適用が期待さ

れます。
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Uvinul 4050 FFの化学構造

耐候性

Uvinul 4050 FFは、従来の低分子量HALSと同様にプラスチッ

ク成形物の耐候安定化効果に優れます。さらに、Uvinul 4050

FFは、耐熱性、耐昇華性が高いことから、従来では適用が難し

かったフィルム・繊維などの候性をさらに向上することができま

す。

耐熱老化安定性

HALSは、優れたラジカル補足能力により耐候安定性に

加え、プラスチックの耐熱老化安定化効果を有します。従来、

低分子量HALSは昇華性、耐熱性の問題からプラスチックの

耐熱老化安定化効果は限られていましたが、耐熱性の高い

Uvinul 4050 FFは、他の高分子量HALSよりもさらに優れた

耐熱老化安定性を示します。
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図 Uvinul 4050 FF 耐昇華性
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0.3 % HALS in PP impact copolymer

図 Uvinul 4050 FFの耐熱安定化効果

図 Uvinul 4050 FFによるPP繊維の耐候性向上

用途

Uvinul 4050 FFは、PP、PE、ABS、ASA、PAなどの様々な

樹脂で使用可能です。さらに、従来では適用が困難だった

高温での加工用途や繊維やフィルムなどの薄物用途への

適用が可能です。
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